
                    
 

令和７年３月 31 日 

総合政策局地域交通課 

「交通空白」解消に向けた地域公共交通計画等のアップデートを後押し 
～地域公共交通計画の「アップデートガイダンス Ver1.0」を公表～ 

 

 

 

 

○ 「アップデートガイダンス Ver1.0」の概要 

 地域公共交通計画の作成や改訂に取り組む地方公共団体の職員等が、計画の意義やア

ップデートの進め方を理解して実践できるようにするための支援を目的に、モビリテ

ィデータを活用した現状診断やＫＰＩ設定等の手法を解説。 

 なお、令和６年４月に公表した「地域公共交通計画の実質化に向けた検討会」（座長：

中村文彦・東京大学大学院特任教授）における中間とりまとめを踏まえて作成。 

 

〇 「アップデートガイダンス Ver1.0」の構成 

 概 要 版   現状診断、ＫＰＩ設定の手法を解説する手順書の抜粋 

 手 順 書   地域公共交通計画等をアップデートするための手順を解説 

 データ活用の手引き   モビリティデータの取得・算出・利活用方法等を紹介 

 

○ 「アップデートガイダンス Ver1.0」の解説をはじめ、地域公共交通計画や法定協議

会のアップデートに関係する幅広い知見を得ることができる「地域公共交通研修」は、

Ⅰ期を６月に開催予定。（４月に研修生を募集予定） 

 

○ 「アップデートガイダンス Ver1.0」の他、国が提供する支援ツールとして、地方公

共団体の職員等が行う地域公共交通計画の作成・実行・評価、法定協議会の運営とい

った業務負担を軽減するコンテンツに加え、活用可能な関連情報もあわせて掲載する

ポータルサイトである「MOBILITY UPDATE PORTAL」を令和７年度中に公開予定 

（一部コンテンツは５月に先行公開予定） 

 

※「アップデートガイダンス Ver1.0」は、以下の URL に掲載しております。 

 https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/sosei_transport_tk_000058.html 

 

 

国土交通省では、令和６年７月に「交通空白」解消本部を設置し、「地域の足」「観光の

足」の確保を進めています。今般、自治体等が「交通空白」の解消を進めるための支援ツ

ールの一つとして、地域公共交通計画の立案等にあたってのモビリティデータの活用方法

等を紹介した「アップデートガイダンス Ver1.0」を作成したため、公表いたします。 

＜問合せ先＞ 

総合政策局 地域交通課 伊賀本、板垣、桐山、藤後 

TEL：03-5253-8111（内線 54-819）、03-5253-8987（直通） 

Mail：hqt-chiikikoutsu-hourei■gxb.mlit.go.jp 

（メール送信の際は「■」を「＠」（半角）に置き換えてください） 



地域公共交通計画等のアップデートに向けて

1

各地の厳しい現状に対応し、「交通空白」の解消に向けた取組を推進するため、地域公共交通計画には、モビリティデータを
活用した、無理なく、難しくなく、実のある計画へのアップデートが求められる。

地域公共交通計画の現状
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●現状分析が多く、今後の取組が少ない

●路線別データを保有していない自治体が少なくない

●利用者数以外の目標はバラバラで少数

広島県内自治体のバスデータ保有割合
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（出典）地域公共交通の計画策定・マネジメントにおける課題に関する論考
（唐木田啓伍・神田佑亮 2023年10月）
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⑤地域住民・公共交通利用者の満足度指標

⑦免許返納者数

⑨まちの賑わい面での効果

⑪観光活性化

⑬クロスセクター効果

改善 現状維持 悪化抑制

データの取得・活用状況

計画の構成 数値指標（KPI）の設定
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広島県内の計画の構成 出典：国土交通省総合政策局調べ（令和４年11月、令和2年2月、平成24年10月）

出典：国土交通省総合政策局調べ（令和４年11月）

出典：2020年1月世界経済フォーラムホワイトペーパー「日本と世界における地方モビリティの変革」より国土交通省総合政策局作成

出典：国土交通省総合政策局調べ（令和２年２月及び令和４年11月）
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人口10万人未満の都市もしくは過疎地域の持続的発展の支援に関
する特別措置法による過疎地域A

人口10万人以上の都市B
三大都市圏の政令指定都市もしくは東京都23区C
２以上の市町村を対象に作成されている計画広域

地域公共交通計画の改訂時期

出典：「地域公共交通計画」の実質化に向けた中間とりまとめより

モビリティデータを活用した「地域交通の現状や課題、将来の見通しを可視化する現状診断」、「施策の進捗・効果を確
認することができるKPIの設定」等の手法を、「アップデートガイダンスVer1.0」で紹介します

地域公共交通計画作成件数：1,125（令和7年2月末時点）



「交通空白」解消の支援ツール：「アップデートガイダンスVer1.0」の概要
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地域公共交通計画や法定協議会のアップデートに向けて、計画の作成や改訂に取り組む方々が、計画の意義や進め方を
理解し、実践できるよう支援することを目的に、地域公共交通計画の「アップデートガイダンスVer1.0」を提供します。

計画の作成 計画の評価

アップデート
の流れ

現状診断
地域交通が

目指す姿の設定
施策の設定

KPI・目標値

の設定
評価

地域交通の課題や将来の見通しを可視化し、施策の解像度
を高めるためのモビリティデータを活用した現状診断の手法を解説

国が推奨するKPI指標について、算出方法や具体的
なイメージ、目標値の設定方法等を解説

「アップデートガイダンスVer1.0手順書」より抜粋 「アップデートガイダンスVer1.0手順書」より抜粋



「交通空白」解消の支援ツール：「アップデートガイダンスVer1.0」の概要
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地域公共交通計画や法定協議会をアップデートするための手順を解説する「手順書」に加えて、「手順書」で示されるモビリ
ティデータの取得先・算出方法・利活用方法等を掲載した「データ活用の手引き」を提供します。

「データ活用の手引き」では、地域公共交通計画の作成に活用できる
人口情報や交通ネットワーク情報等のモビリティデータを地図上にプロッ
トし、重ね合わせすることで、地域における人の移動の実態や将来の見
通しを可視化する手法の手順を紹介しています。
また、モビリティデータを重ね合わせる際に活用するデータ類の主な情報
ソースやツールについても掲載しています。（右図はGISの概要紹介）

地域交通に関連するモビリティデータについては、
データの取得先、可視化のイメージ等を、個別
ページにより解説


